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（再生可能エネルギー電源の導入による電力系統負荷周波数制御手法）

審査要旨 (20 0 0字以内）

カーボンニュートラルを実現するためには再生可能エネルギーの大量導入が不可欠であ

る。しかし、系統周波数や系統電圧の変動が発生するため、電力系統へ再生可能エネルギ

ーを導入する際のボトルネックになっている。再生可能エネルギーを今後も増加させるた

めには新たな系統制御手法が必要である。系統周波数や系統電圧の制御に関してはこれま

でも多数の手法が提案されている。再生可能エネルギー発電設備から出力される発電電力

は気象条件に応じて大きく変動することから、｀その発電電力を正確に予測することが、制

御性能を高める事になるが、長期間の予測誤差は必然的に発生するため短期間の予測精度

（次頁へ続く）



を高める事により制御性能を向上することが可能である。系統周波数や系統電圧を制御す

るためには、最終的に有効電力または無効電力を制御することになるため、所望の有効電

力と無効電力を制御するための発電機出力または負荷電力を調整するための設備容量を

準備する必要がある。

本研究では、発電電力と消費電力をバランスさせるために‘、‘再生可能エネルギー発電設

備の発電状況に応じて電気価格をリアルタイムに変更するリアルタイムプライス制度を

導入した。消費電力が増加すると電力価格が高価になるように設定することで需要家は消

費電力を減少し、逆に電力価格が安価になると消費電ガが増加する；これまでは需給調整

を電力会社の発電設備により調整していたが、需要家機器を活用して電力価格シグナルに

より需給調整が達成できれば、電力系統における負荷需要の平準化が達成でき、結果的に

電力価格の低廉化を実現できることになる。

再生可能エネルギー発電設備の発電電力の予測誤差の影響が電力系統周波数や系統電

圧の制御性能へ与える影響を小さくするため、本研究では、モデル予測制御を導入してい

る。モデル予測制御を導入する事で、短周期で再生可能エネルギー発電設備の発電電力を

予測し、制御入力を短周期で変更している。このため、短期間に突発的に発電電力または

負荷電力が変動した場合であっても、その予測誤差を考慮した系統周波数や系統電圧の制

御が可能である。

以上よ り、本研究成果は工学的に有用であり、提出された学位論文は博士の学位論文に相

当するものと判断し学位論文の審査を合格とする。また、論文発表会における発表ならびに

質疑応答において、申請者は専門分野および関連分野の十分な知識ならびに十分な研究能力

を有していることが確認できたので最終試験を合格とする。


